
〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  maybe [メイビー]

副 たぶん、もしかすると

(= perhaps →【単語帳 No. 1114】)

☒  finally [ふァイナリィ]

副 最後に、とうとう、ついに

派生語：final (最後の) 形容詞

☒  own [オウン]

形 自分自身の、独自の、特有の

動 ～を所有する

活用 ： owned [オウンド]

– owned – owning

３単現形：owns [オウンズ]

派生語：owner [オウナァ] ｢所有者｣

☒  away [アウェイ]

副 離れて、去って

不在で (⇔ at home)

☒  even [イーヴン]

副 ～でさえ、【比較級を強調して】さらに

形 偶数の (⇔ odd [アッド] ｢奇数の、奇妙な｣ )

対等の
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※ ｢たぶん(～)ない｣というときは

Maybe not. と言う。

Finally, I’d like to thank Mr. Hara once again.

『最後に、私はもう一度原先生にお礼を申し上げたい。』

We finally found the lost child.

『私たちはついにその迷子を見つけました。』

※ lost は lose の過去分詞。→【単語帳 No. 613… lose】

the lost child という表現には【分詞の形容詞用法】が使われている。

Maybe Tom won’t [will not] come here.

『たぶんトムはここに来ないでしょう。』

Maybe some other time. 『(では)またの機会にでも。』

※ 提案･誘いなどを断られたときに使う表現。

→【単語帳 No. 108… some】、【No. 594…other】

Finally, ~ 『最後に～』

※ 演説の終わりなどに使う表現。

my own bag 『私自身のバッグ』

※ 所有格の後ろに使うと、所有格の意味が強まる。

in one’s own way 『～のやり方で、自己流で』

This is my own bike. 『これは私自身の自転車です。』

= This bike is my own. 『この自転車は私自身のものです。』

He bought this car with his own money.

『彼は彼自身のお金でこの車を買いました。』

Every country has its own culture.

『どの国もそれ[その国]独自の文化を持っています。』

※ every の後ろには名詞の単数形を使い、３人称単数扱いになる。

そのため、動詞が has になっていることにも注意。

→【単語帳 No. 193…every】

Meg’s father owns this car.

『メグのお父さんがこの車を所有しています。』

run away 『走り去る』

far away 『遠く離れて、はるか遠くに』

right away 『すぐに』

※ この away は｢すぐに｣の意味。

even a child 『子供でさえ』

even if ~ = even though ~
『たとえ～だとしても』

an even number 『偶数』→【No. 334】

アクセント注意 Go away. 『あっちへ行って。』

The park is two kilometers away from here.

『その公園はここから２キロ離れたところにあります。』

We saw a tall building far away.

『私たちははるか遠くに高い建物を見ました。』

My father is away today. 『私の父は今日は不在です。』

Even a child can understand it.

『子供でさえそれを理解することができる。』

I have to go there even if [though] it rains.

『たとえ雨が降っても、私はそこへ行かなければならない。』

→【単語帳 No. 695… though (= although)】

※ ≪時･条件≫を表す副詞節の文では、未来のことも現在形で表す。

くわしくは、かんたん英文法【接続詞】を参照のこと。

☆ 形容詞 の用法の例文は省略します。

745

アクセント注意

(= at last →【単語帳 No. 310】)

※ have よりも法的な所有権をあらわす。
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  able [エイブル]

形 ≪be able to ~ で≫ ～できる

有能な、才能のある

☒  trip [トゥりップ]

名 (比較的短い)旅行

☒  stranger [ストゥれインヂャ]

名 見知らぬ人

(その土地に)不案内な人

☒  hurry [ハ～りィ]

動 急ぐ、急いで行く

名 急ぎ

活用 ： hurried [ハ～りィド]

– hurried – hurrying

３単現形：hurries [ハ～りィズ]

☒  shout [シャウト]

動 (～を)大声で叫ぶ、大声で言う

名 叫び声

活用 ： shouted [シャウティド]

– shouted – shouting

３単現形：shouts [シャウツ]
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take [make] a trip 『旅行する』

a school [day] trip 『修学[日帰り]旅行』

trip … 比較的短い旅行 / travel … 比較的長い旅行 →【No. 763】 / tour [トゥア] … 観光･視察などの旅行

journey [ヂャ～ニィ] … 比較的長い (陸地の)旅 / voyage [ヴォイエヂ] … 船の旅や宇宙への旅行

※ strange は ｢変な、奇妙な｣ (→【単語帳 No. 739】) の意味だが、stranger にはそのような意味はない。

Have a nice trip. 『良いご旅行を。』

How was your trip ? 『(あなたの)旅行はどうでしたか？』

Let’s take [make] a trip to Kyoto next week.

『来週京都へ旅行しましょう。』

A stranger spoke to me. 『見知らぬ人が私に話しかけた。』

I’m a stranger here.

『私はここに不案内です[ここはよく知りません]。』

Please don’t shout. 『どうか叫ばないでください。』

Tom shouted his father’s name.
『トムは(彼の)父の名前を叫びました。』

“Help !”Meg shouted. 『｢助けて！｣とメグは叫びました。』

Emi shouted for help. 『エミは助けを求めて叫びました。』

※ shout for help ｢助けを求めて叫ぶ｣

I hurried to the library. 『私はその図書館へ急ぎました。』

Hurry up, and you will catch the last train.

『急ぎなさい。そうすればその最終電車に間に合うでしょう。』

Hurry up, or you will be late. 『急がないと遅れますよ。』

☆ 命令文 , and … ｢～しなさい。そうすれば…｣ →【No. 5 … and】

☆ 命令文 , or … ｢～しなさい。そうしないと…｣ →【No. 49 … or】

Tom went home in a hurry.

『トムは急いで家に帰りました。』
hurry up『急ぐ』※ ふつう命令文で使う。/ in a hurry 『急いで』

☆ 名詞 の用法の例文は省略します。

be able to ~ = can ~ 『～できる』

※ can には未来形の用法がない。また、同じ品詞 (=助動詞)である will とはいっしょには使えない。

そのため、｢～できるでしょう、～できるだろう｣ には will be able to ~ を使う。 ※ can →【No. 581】

Tom will be able to swim soon. 『トムはすぐに泳ぐことができるでしょう。』
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発音注意

発音注意

He is able to speak Chinese. 『彼は中国語を話すことができる。』

= He can speak Chinese. ※ am [are / is] able to ~ = can ~

That girl was not able to swim when she was a child.

『あの少女は(彼女が)子供のころ泳げませんでした。』

※ was [were] not able to ~ = could not ~ →【No. 606… could】

発音注意

発音注意
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  half [ハーふ]

名 半分、３０分

形 半分の

副 半分だけ

☒  street [ストゥりート]

名 通り、街路、…通り、…街(がい)

☒  village [ヴィレッヂ]

名 村、村落

☒  present [プれズント]

名 贈り物、プレゼント

現在 (⇔ past, future)

形 出席して (⇔ absent)
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a busy street 『人通りの多い通り』

a wide [ワイド] street 『広い通り』

go across [cross] the street
『(その)通りを横断する』

Wall Street 『ウォール街』
…ニューヨーク市の金融街

I ate half of the cake. 『私はそのケーキの半分を食べた。』

→【単語帳 No. 712… cut】も参照のこと。

Half of ten is five. 『１０の半分は５です。』

It’s half past ten. 『１０時半[３０分]です。』

※ past ｢～を過ぎて｣ →【単語帳 No. 728】

☆ half の複数形は halves [ハぁ(―)ヴズ] になる。

… f, fe で終わる語は、f を v に変えて es をつける。

She was born in a small village. 『彼女は小さな村に生まれた。』

I want to live in a farm village in the future.

『私は将来農村に住みたい。』

☆ city (都市、市) →【単語帳 No. 531】、town (町) →【単語帳 No. 369】

We walked along the street .
『私たちはその通りに沿って歩きました。』

※ ｢その通りを歩きました｣とも訳す。

Go down this street and turn right at the second corner.

『この通りを行って２番目の角で右に曲がりなさい。』

→【単語帳 No. 205…down】

street … 人家や建物、商店などが両側に並ぶ市内の通り。

road … はなれた場所どうしをつなぐ道、街道。→【単語帳 No. 436】

way … ある場所までの道順や、ある場所までの通路。→【No. 441】

My box is half as large as yours.

『私の箱はあなたの(箱)の半分の大きさです。』

an [one] hour and a half 『１時間半』

one half = a half 『２分の１』

half an hour 『３０分』

※ アメリカ英語では a half hour も可。

for two and a half years『２年半(の間)』

half as ~ as …『…の半分の～』

→【単語帳 No. 614…as】

a farm village 『農村』

a fishing village 『漁村』

It takes half an hour to go there by bike.

『自転車でそこへ行くには３０分かかります。』

I have a present for you.

『(私は)あなたにプレゼントがあります。』

Thank you (very much) for your present.

『あなたのプレゼントを (どうも)ありがとう。』

Emi got a bike as a birthday present. ※ as ｢～として｣

『エミは誕生日プレゼントとして自転車をもらいました。』

There is no time like the present. ※ like ｢～のような｣

『善は急げ。今こそ好機。』【ことわざ】

Tom was present at the meeting.

『トムはそのミーティングに出席していました。』

a birthday present
『誕生日プレゼント』

at present 『現在は、今のところ』

(= now)
(⇔ in the past 【単語帳 No. 728】

in the future【単語帳 No. 616】)

the present (tense)
『現在時制、現在形』〔文法用語〕

be present at ~『～に出席する』

(⇔ be absent from ~ )

過去 現在 未来

past present future

発音注意

発音注意
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  nobody [ノウバディ]

代 だれも～ない ※ ３人称単数扱い

☒  move [ムーヴ]

動 ～を動かす、動く、引っ越す

～を感動させる

活用 ： moved [ムーヴド]

– moved – moving

３単現形：moves [ムーヴズ]

☒  collect [コレクト]

動 ～を集める、収集する

活用 ： collected [コレクティド]

– collected – collecting

３単現形：collects [コレクツ]

派生語：collection [コレクシャン] ｢収集(した物)｣

☒  proud [プらウド]

形 誇りを持っている、自尊心のある

関連語：pride [プらイド] ｢誇り、プライド｣

☒  noisy [ノイズィ]

形 騒がしい、やかましい (⇔ quiet)

関連語：noise [ノイズ] ｢騒音｣ →【単語帳 No. 980】

☒  funny [ふァニィ]

形 おかしい、こっけいな、変な、奇妙な

関連語：fun (楽しみ) →【単語帳 No. 289】

nobody = no one

※ 口語では nobody のほうをよく使う。

→ no one【単語帳 No. 41… one】参照。

nobody = not (~) anybody [anyone]

→【No. 625…anybody (= anyone)】

Nobody [No one] knows the old man.

『だれもその老人を知りません。』

Nobody [No one] was injured.

『だれも傷つきませんでした。』

There was nobody [no one] in the park.

= There was not anybody [anyone] in the park.

『その公園にはだれもいませんでした。』

Don’t move. 『動くな。』

※ 実社会の口語では Freeze !
[ふりーズ]ということが多い。

They moved the piano to the next room.

『彼らはそのピアノを隣の部屋に動かしました。』

The earth moves [goes/turns] around the sun.

『地球は太陽の周りをまわっている。』

※ 不変の真理なので、時制は必ず現在形になる。

一般動詞の文では３単現の s が必要になる。

Tom moved from Kobe to Kyoto.

『トムは神戸から京都へ引っ越しました。』

The movie moved me. 『その映画は私を感動させました。』

I like collecting [to collect] stamps.

『私は切手を集めるの[切手収集]が好きです。』

We collected empty cans last Saturday.

『私たちは先週の土曜日に空き缶を集めました。』

Our teacher collected the answer sheets first.

『私たちの先生は最初に解答用紙を集めました。』

※ sheet(s) ｢(紙などの)１枚、シーツ｣ →【単語帳 No. 829】

be proud of ~ 『～を誇りに思う』

I’m proud of you. 『私はあなたのことを誇りに思います。』

Meg is proud (that) her father is a teacher.

『メグは(彼女の)父が先生であることを誇りに思っています。』

He is too proud. 『彼はプライドが高すぎる。』

※ この too は｢あまりに～、～すぎる｣の意味。→【単語帳 No. 29】

アクセント注意
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What’s so funny ? 『何がそんなにおかしいの？』

funny … こっけいさや奇妙さでおかしい。

interesting … 興味や関心をおこさせるおもしろさ。→【No. 654】

アクセント注意

The children were very noisy.
『その子供達はとてもうるさかった。』

Don’t be noisy. 『うるさくするな。』

= Be quiet. 『静かにしなさい。』→【No. 524… quiet】
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